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2014年度 一般社団法人長岡青年会議所

事業計画書

委員会名：　　  おまつり委員会
委員長名:　　   丸山　司
事業名:
        雪しか祭り事業
文書名:
        雪しか祭りス報2
文書作成者:     高橋　渉
作成日:

平成26年2月 8日
室長確認日:
平成26年2月 9日


【事業要綱】
1. 事業実施に至る背景

我々一般社団法人長岡青年会議所（以下「長岡JC」とする）は、雪しか祭りに積極的に参画して参りました。天災となる事もある雪と共に生活をしてきた先人には、冬を楽しく過ごす知恵があります。雪国だからこそできる冬の祭り、雪しか祭りに積極的に参画し、多くの市民の皆様と共に冬を楽しみ、郷土長岡の冬を活性させてゆく必要があると考えます。

2. 事業目的(対外)

来場された多くの皆様に、雪を楽しんでいただき大人も子供も一緒に遊び、心も体も温まるおもてなしの心で楽しい時を過ごしていただき、長岡の冬を楽しんでいただくことを目的と致します。

3. 事業目的(対内）

長岡JCメンバーは、来場された皆様に対しておもてなしの心を持って雪しか祭りの設営を行い、多くの市民の皆様と触れ合い多くの笑顔を見ることで愛郷心を感じ、市民の皆様とメンバーが共に冬を楽しみ、一心となる事業となることを目的とします。
4. 事業の対象者

(1)対外対象者：市民一般　約1,200人
(2)対内対象者：長岡JCメンバー全員　合計　149人


【事業概要】

1. 実施日時

(1)実施日:
平成26年2月15日(土)～平成26年2月16日(日)
(2)実施時間:

10:00～16:00
(3)設営時間:

 8:00～17:00
2. 実施会場

(1)会場名:  千秋が原ふるさとの森
　　　　　　わんぱく広場会場レイアウト図
3. 参加員数計画並びに参加推進方法

(1)対外対象者

市民一般　約1,200人
合計　約1,200人
【参考データ】2013年雪しか祭り来場者

　2月16日（土）　天候：雪　　25,000人

　2月17日（土）　天候：晴　　40,000人　　2日間合計来場者　650,00人
(2)対内対象者

長岡JCメンバー149人、
合計  149人

(3)参加推進方法

① 商工会議所のPRに準じます。
② 例会・各委員会にてメンバーに対しPRし、参加を募ります。

③ 餅つき開始前にハイブ長岡と会場内で来場者に参加を呼び掛けます。
4. 外部協力者(協力種別)
　主催：長岡雪しか祭り実行委員会
　共催：長岡市、長岡商工会議所、（一社）長岡観光・コンベンション協会
5. 引用著作物の有無

　　無
6. 実施組織

（1）役割分担表
　【当日まで】

	項目
	担当者

	統括責任者
	丸山 司委員長

	統括責任者補佐
	小林 大輔副委員長、大川 俊泰副委員長

	チーフ
	高橋 渉

	サブチーフ
	小林 正人

	整理券製作
	丸山 一弥、小谷松 蔵人、○石橋 智宏、中野 和砂、吉川 浩司

	案内配信
	小宮 信太郎運営幹事

	備品手配・準備
	○髙坂 英義会計幹事、白瀬 辰次、佐藤和哉、佐藤 義治、佐藤 亮伴、中村 嘉則
　14雪しか備品確認表

	会場手配・打合せ
	○小宮 信太郎運営幹事、高橋 渉


　　　　　○は担当チーフ

【当日】

	項目
	担当者

	統括責任者
	丸山 司委員長

	統括責任者補佐
	小林 大輔副委員長、大川 俊泰副委員長

	チーフ
	高橋 渉

	サブチーフ
	小林 正人

	受付
	○髙坂 英義会計幹事

	会場設営
	委員会メンバー全員、人財育成委員会、既存メンバー

	餅つき準備
	委員会メンバー全員、新入会員

	餅つき班
	○大川 俊泰副委員長、丸山 一弥、小谷松 蔵人、中野 和砂

	餅つき掛声
	○小林大輔副委員長、白瀬 辰次、新入会員

	アトラクション班
	○佐藤和哉、佐藤 亮伴、人財育成委員会

	会場アナウンス
	○佐藤 義治

	会場練り歩きＰＲ
	○石橋 智宏、新入会員

	行列誘導
	○小林 正人、中村 嘉則、吉川 浩司

	備品管理
	○髙坂 英義会計幹事、中村 嘉則

	安全対策班
	○委員会メンバー全員


○は担当チーフ
7. 事業内容(目的達成のための手法説明)
(1)実施内容
①　餅つきスペース
・餅つき体験

2日間に渡り各2回、計50㎏の餅米を来場者と共に餅つきをして出来た餅を来場者に振舞います。餅は3種類の味付け（いそべ餅、おしるこ、きなこ）をして一回につき各100個を用意します。餅の配付時に並んでいる人に餅が行き渡らない等のトラブルが無いように、餅と同じ枚数の引換券を事前に配付し、餅と交換します。

・ソイガイヤーと餅つき体験

来場者の子供達に参加を呼び掛けソイガイヤーと一緒に餅つき体験をしていただきます。
・甘酒の振る舞い
来場された皆様に温かい甘酒の振る舞いをします。

②  雪遊びスペース
・雪玉ダーツ
　　新潟大学附属長岡中学校の生徒とアトラクションにてコラボレーションします。
　　新潟大学附属長岡中学校企画書
　・雪中宝さがし
雪の中に宝（駄菓子）を埋め、掘り当てた宝（駄菓子）を景品とします。
(2)当日までのスケジュール

11月20日　　　第１回　雪しか祭り実行幹事会
12月18日　　　第２回　雪しか祭り実行幹事会
12月24日　　　第１回　雪しか祭り実行委員会
1月　上旬　　　備品等準備・確認
1月　下旬　　　会場確認
2月　初旬　　　備品確認、最終打合せ
2月　上旬　　　雪しか祭りリハーサル
2月14日　　　前日準備
2月15日　　　雪しか祭り（1日目）
2月16日　　　雪しか祭り（2日目）

(3)当日のタイムテーブル
「1日目：2日目」
　　　　8：00　　　メンバー集合朝礼
　　　　8：10　　　ブース設営開始

　　　　9：15　　　理事長挨拶

　　　　9：30　　　アトラクション準備開始
　　　 10：00　　　餅つき1回目準備

　　　　　　　　　　　雪遊びスペース解放監視員配置

　　　 10：15　　　アトラクション開始　*15日（土）が、11:00～と開始時刻が変更になります。
10：30　　　ソイガイヤーと会場内練り歩き餅つきPR
11：00　　　餅つき1回目開始　　
　　　　　　　　もち米の目潰し開始時にソイガイヤー登場

　　　　　　　　もち米の目潰し完了後にソイガイヤーと餅つき体験開始

11：10　　　餅つき体験参加した子供たちにチケット配付
11：15　　　列誘導開始

11：20　　　餅振舞開始
12：00　　　餅つき1回目終了
　　　　　　　　（休憩・昼食）
　　　 12：30　　　アトラクション準備開始

13：00　　　餅つき2回目準備

13：15　　　アトラクション開始
　　　 13：30　　　ソイガイヤーと会場内練り歩き餅つきPR
　　　 14：00　　　餅つき2回目開始　　
　　　　　　　　もち米の目潰し開始時にソイガイヤー登場

　　　　　　　　もち米の目潰し完了後にソイガイヤーと餅つき体験開始

14：10　　　餅つき体験参加した子供たちにチケット配付
14：15　　　列誘導開始

14：20　　　餅振舞開始
15：00　　　餅つき2回目終了・片付け開始
17：00　　　片付け終了、撤収
8.　参考例からの引継事項

(1)2012年度おまつり委員会雪しか祭り事業から
  ①  食品を扱う為、衛生面に配慮して手袋などをしたほうがよい。

　　→食品を扱う際、手袋の着用等衛生面に配慮します。

②  不測の事態に備えて、各アトラクションに対して内容を良く把握している責任者を数名付けておく方がよい。
　→各アトラクションに責任者を数名配置し、不測の事態に備えます。

③　各アトラクションにチケットを作り有効期限を記載した方が良い。
④　雪しか祭り実行委員会との連絡を密にし、実施時間等に間違えが無いようにする。
⑤　備品チェックを徹底して、何を何処に置き誰が管理するか決めておく方がよい。

⑥　餅の突き過ぎて柔らかくならないように注意した方が良い。

⑦　餅つき体験本番に観客が集まるようにチケット配付のタイミングを考えた方がよい。

9.　本年の工夫と期待される効果

①  アトラクションとして雪玉ダーツ、雪中宝探しを行うことにより、来場者が、大人、子供分け隔てなく雪で遊ぶことができ、笑顔あふれる楽しい時を過ごして頂くことが出来ると考えます。
②　アトラクションの景品を比較的安価な駄菓子にすることにより、多量に景品を用意でき、また、多くのアトラクション来場者に景品を行き渡らせることで、多くの皆様に楽しんで頂けると考えます。
③　アトラクションの景品を多種多様な駄菓子にすることにより、アトラクション来場者に、選ぶ時のうきうきとした楽しさを感じて頂けると考えます。

④　アトラクションの景品を老若男女問わず、幅広い認知度のある駄菓子にすることにより、景品を選ぶところから選んだ後まで、大人なら「懐かしさ」、子供なら「楽しさ」、家族連れなら「思い出と駄菓子を共有する」事ができ、笑顔あふれる楽しい時を過ごして頂くことができると考えます。
⑤　寒い中、温かい甘酒を配付する事により、体だけでなく心も温める事ができると考えます。

⑥　長岡JCメンバーが、雪しか祭りの設営を思いやりを持って積極的に行う事で、来場者の方々やメンバー同士で交流ができ、笑顔を与え、笑顔を貰える心温まる事業になり、会場全体が一心となる事ができると考えます。
⑦　新潟大学附属長岡中学校と一緒にアトラクションを設営をすることにより、次世代を担う若者達が柔軟な発想で雪しか祭りを盛り上げ、今後の雪しか祭りの活性化、ひいては地域活性化に繋がると考えます。
10.　公益・共益の区別及び判断に関わる事項

◎公益目的事業の判断に関わる事項

（１）公益目的事業23項目該当番号・内容、及び理由

番号・内容：19　地域社会の健全な発展を目的とする事業

理由：長岡の冬の恒例行事となっている雪しか祭りを通して、市民に冬を楽しんでいた

だきことを目的としているため。
（２）上記の目的を実現するために事業実施において注力する点

・設営メンバー全員が事業趣旨を充分に理解し、参加いただいた皆様が笑顔になれるようスムーズな運営をするために役割分担を明確にします。

（３）判断理由

①  不特定多数の市民や観光来場者に楽しんでいただくことにより、地元長岡の地域発

　　展や発信に繋がる効果が考えられる点

②  商工会議所のPRはポスターやホームページで広く一般に公開されており、長年に渡
る事業の開催にて長岡の冬イベントとしても広く認知されている点
11.　依頼事項

(1)対内対象者向け

①  屋外での設営のため、温かい服装で参加して下さい。
②  趣旨にご賛同いただき、当日は多くのメンバーからお越しいただきたいと思います。
(2)LOMスタッフ向け

①  会場誘導に関して、人財育成委員会から御協力をいただきたいので、お願い致します。

12.　審議のポイント

①  事業内容について
新潟大学附属長岡中学校生徒の皆様とのアトラクション設営について
13.　予算総額

(1)　金165,110円
(2)　 収支予算書（調整後）
　　　収支予算書（調整前）



【審議対象資料一覧】

(1)審議対象資料

なし
(2)参考資料
①１４雪しか祭り降雪時の対応要領
②14雪しか備品確認表
③14雪しか会場レイアウト　わんぱく広場会場レイアウト
④新潟大学付属長岡中学校企画書1
⑤新潟大学附属長岡中学校企画書2
⑥収支予算書（調整前）　収支予算書（調整後）


上程スケジュール

第　2回委員会


平成25年11月18日
第　3回委員会


平成25年12月12日



今後の上程スケジュール

第11回スタッフ会議
平成25年12月19日




【前回までの流れ(意見と対応)】
第11回スタッフ会議
平成25年12月19日
Ｑ：中学生の責任者はどなたになりますか？
Ａ：長岡雪しか祭り実行幹事会で協議中ですが、長岡市商工部まつり振興課五十嵐淳主事が中心となり、新潟大学付属中学校と折衝しております。
Ｏ：責任の所在を明確にして中学生が満足できるようにして下さい。
Ａ：責任者を確定し事業構築します。

Ｏ：事業計画書に不備がありますので修正して下さい。

Ａ：修正致します。

Ｑ：対内対象者の巻き込み方を教えて下さい。
Ａ：メンバーだけでなく、ご家族の皆様にも来場していただけるように呼びかけを致します。設営面では、同室の人財育成委員会から御協力をお願いします。
1

